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保険事故情報等の収集・分析・活用ＷＧ ②



保険法人

消費者住宅事業者

住宅瑕疵に係る事故事例の収集・分析・活用体制イメージ

①住宅取得契約

②
保
険
加
入

③
検
査
・
証
券
発
行

④付保証明

➊修補要請

❷
事
故
申
請

❸
査
定

❹修補

❺
保
険
金
支
払
い

第三者的立場の情報活用機関（仮）

❻事故情報整理（情報集約、個人情報削除）

❼事故情報の登録

構造ＷＧ 雨漏ＷＧ ○○ＷＧ

活用ＷＧ

有識者 有識者 有識者

有識者

事故一覧情報、一部の個別事案情報の抽出

Ａ．技術情報の整備、
情報提供

B．啓発情報の整備、
情報提供C．統計データの公表

D．
・検査方法の改善提案
・保険料率見直し等に
備えたデータ提供

保険制度の改善

集計・分類・傾向分析
情報等の抽出

事故事案の住宅事業者

事故情報ＤＢ
（情報の蓄積・分類・抽出・集計）

❽再発防止のため
の技術的助言
（対個別事案）

個別事案の検証、Ａ・Ｂ・Ｃ・Dに向けた要点整理
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②事故の部位・
事象の情報
【収集項目２】
（月１２０件程度）

③事故の発生要因・
修補工事の情報

【収集項目３】（＋【写真】）
（月９０件程度）

事故情報等の分析について（イメージ）

その他の

住宅、建材
メーカー等５保険法人

・・・ 保険加入事業者

事故情報ＤＢ ・情報の蓄積、集計

①住宅仕様等の
基礎情報
【収集項目１】
（月４万件程度）

雨漏ＷＧ 構造ＷＧ ○○ＷＧ

有識者 有識者 有識者

活用ＷＧ
有識者

⑪活用

⑤事故物件一覧④単純集計情報
クロス集計情報

・テーマを設定し対象を選定・調査・分析

例）影響が広がりそうなもの
原因の特定が難しいもの
注意喚起が必要なもの 等

・ＷＧが指定する特定の課題等に
係る調査・とりまとめ

⑨分析結果等を提供

・統計情報、分析結果等を踏まえ、活用方策を検討
・活用すべき事故対象を選定

⑥
個
別
情
報
の
提
供
依
頼

⑩
個
別
情
報
の
提
供
依
頼

⑧
特
定
の
課
題
等
に
係
る
調
査

⑦
個
別
情
報
の
提
供

（
写
真
・
是
面
等
）
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保険付住宅
の基本情報

（収集項目１の基本情報）

【対象＝保険付住宅の全数】

事故情報等の分析・活用イメージ

保険付住宅
の仕様情報

（収集項目１の仕様情報）

【対象＝保険付住宅のサンプリング】

事故発生住宅
の個別情報
（収集項目２、３）

【対象＝事故発生住宅の全数】

例：事故リスクの高い仕様につ
いて事故防止の取組みにより、
リスクが低減していくことを確認

件
数

年

特定の仕様の住宅の割合
（築３年以内の住宅を対象）

特定の仕様の住宅の事故件数
（築３年以内の住宅を対象）

例：引渡日からの経過期間別
の事故率によるリスクの分析
と保険料の検証

引渡日からの経過年数

事
故
率

例：個別事故の原因分析
事故の防止方策の提言

情報活用機関（仮）

保険法人

事業者

頻度の高い事
故事例など

住宅購入者

個別事故の原因
分析結果・事故
再発防止策など

住宅を建てる時に気
をつけるべきことに
関する情報提供

構法Ａ

構法Ｂ
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事故情報等の活用方法の全体像（イメージ）

基本 検討
契約・
設計

保険申請
・着工

検査
完成引渡
・証券発行

事故の発生
・調査補修

住
宅
事
業
者
・
建
築
士

保
険
法
人

建
材
Ｍ

消
費
者

個々の住宅の建設・修補行程での活用

仕組み・体制の改善に向けた活用

①統計情報の整備

○保険、保険事故に係る基礎データを整備

（ホームページの整備、データブックの出版）

②特定の事故に係る注意喚起

○影響が広がりうる事故について注意喚起
を随時発信

③技術資料の整備

○ 設計・施工上の注意点、事故事例、補修

事例等をとりまとめたホームページ、ガイド
ブック、事例集を整備

○ 設計・施工業者向け講習の実施

①
②

①
②

①
②

④住宅の建設時における
事故防止の注意喚起

⇒個々の仕様・部位等に応じた
事故発生倍率・施工上の注意点
を保険法人から受けられる（チラシ）
（保険受付時や検査時）

⇒実際の施工現場において、施工
上の注意点を保険法人から
受けられる（現場講習）

（保険検査時）

⑥事故の修補対応
時の情報提供

⇒個々の事故事象に応じ
た想定事故要因や、補修工
法選定上の注意を保険法
人から受けられる（チラシ）
（事故報告書受領時）

⑤ （個々の事業者の）標準仕様・施工方法の改善の促進

⑧保険料・保険料率の検証

○保険料・保険料率検証に必要なデータを整備

⇒事故実態を踏まえ保険料を検証

⑨事業者向け講習・考査の導入促進

○ （③）

⇒登録事業者向け講習の実施

⇒事故事業者向け講習の実施

⑩設計施工基準の
改善の促進

⑫事故処理方法
の改善の促進

⑪検査方法・検査体制の
改善の促進

○事故を招きやすい設計仕様、
施工方法を指摘し、基準化
を促進

○ （④）

⇒事故の多い仕様を含む住宅に対し、
任意で検査工程・検査項目を追加

⇒事故の多い事業者に対し、任意で
検査工程・検査項目を追加

○ （③）
⇒検査人向け講習の実施

○ （⑥）

⇒伝達項目に応じ
事故報告項目を設定

○ （③）
⇒査定人向け講習の
実施

⑬製品の開発・改善の促進 ⑭設計・施工のガイドラインの整備・改善の促進

⑮施工品質の重要性を啓発

○個々の計画・部位等に応じた

事故リスク・計画上の留意点を
ホームページで調べられる

（自治体等から適宜紹介）

⑯維持管理の重要性を啓発

○個々の計画・部位等に応じた日頃の維持

管理の方法、専門家の検査を受けるべき
事象 （写真）、事故リスク等を保険法人から
教えてもらえる （証券発行時に伝達）

⑦再発防止のため
の技術的助言

⇒個々の事故物件の、設

計・施工・要因分析・補修工
法選定上の課題について
技術的助言を受けられる
（抽出された物件に限り実施）
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全体

収集

分析

活用

シス
テム

事故情報等の収集・分析・活用の行程表イメージ

H27.12 H28.4 H29.4 H30.4 H31.4

制度設計案の検討

収集項目案
の確定

情報活用機関
選定

分析体制素案
の確定

活用素案
の確定

夏頃

収集項目の提供準備

試行

委員の選定
等体制準備

システム仕様の検討

システム仕様
素案の確定

本実施

本実施

収集項目
確定

システム
完成

本実施

活用ＷＧ
（試行）

活用方策の検討・充実

第１回
活用ＷＧ

本実施

施
行
後
１
０
年
目

システム
仕様確定

冬頃

過去事例の収集・分析

ＷＧ発足
試行

システム開発

試行
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